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所属長 教育部長　荻野　昌利

５．二次評価（所属長の見解）

　令和４年度から事業者（企業・営利団体・個人事業主等）が公民館を利用することを認め、公民館におい
て事業者が生涯学習に資する講座等を開催することで、市民の生涯学習活動機会の拡充を図る。
　また、図書館資料については、引き続き計画的に整備を行う。

　公民館は充実した機能や設備を有し、地域における市民の生涯学習活動の拠点として大きな役割を担っている。指標値では目標を上回って
いるが公民館稼働率は低調である。引き続き公民館施設の適正な維持管理を図るとともに、令和４年４月から民業への貸出し拡充を実効性あ
るものとすべく、利用拡大による市民の学習活動機会の拡充を図り、公民館施設の有効活用と施設運営の効率化を進め、自主財源のさらなる
確保に資する取組を行っていく。また、図書館は、利用者のニーズを的確に把握し蔵書の充実を図るとともに、情報化の進展を見据えより効
果的な取組を検討するなど図書館機能の充実を図る。
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４．改善改革プラン（３．一次評価を受けての具体的な解決策）

区分

- 3.86 3.90

　コロナ禍において、生涯学習を実践している市民の割合（31.3）は目標値を下回っている。目標値を高めるため、市民大学や公民館事業等
を開催するとともに、公民館の利用の範囲を拡大し、民間事業者による専門知識・技術を活用した講座等を開催し市民の学習活動機会を拡充
していく必要がある。また、図書館については、図書の貸出冊数が目標値に満たない結果である。今後も市民ニーズに合致した図書館資料を
整備し、蔵書資料の充実に努めるとともに、講座等のイベントを展開するなど読書活動の推進を図る。

評価者 生涯学習スポーツ振興課長　韮塚　洋明

３．一次評価（今後の施策の方向性）
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大項目 2 次代を担う人と文化を育むまち

令和4年6月24日（金）

算出式・説明（下段）

生涯学習を実践している市民の割合

施策評価表

２．評価指標

１．基本事項 作成日

施策 生涯学習の推進 期間 施策担当部課名 教育部 生涯学習スポーツ振興課平成30年度～令和4年度

施策推進の
ための主な

取組

重要度・
満足度

施策を取り巻
く社会状況等

市民の価値観が多様化するなか、生涯学習に対するニーズも高
まっている。生涯学習活動には、一定の満足度を得ているが、
今後更に学習ニーズが高まると見込まれる。

高齢化の進行や自由時間の増大を背景に、多様な学習活動への
ニーズが高まっている。図書館の利用者層も幅広くなり、ニー
ズが高度化、多様化している。

学習機会の提供と学習活動の支援
活動施設の整備・充実
図書館資料とサービスの充実

上段は目標値、下段は実績値

市民が生涯にわたり、学び活動できる体制を整えることを目的と
している。そのため、快適に活動できる環境を整えるとともに公
民館の整備を進め、活発な生涯学習活動が行われるようにする。
また、市民の多様な要望に応えられるよう、図書館資料を収集・
整備し、図書に親しむ市民を増加させる。

目的・
対象生涯学習の推進

主要プロジェクト

＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞


